
 

 

 

 

 

 

第５回所沢市放課後児童対策協議会 
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令和５年３月２４日 



 

 

様式１号 

会 議 録 

会 議 の 名 称 第５回所沢市放課後児童対策協議会 

開 催 日 時 
令和５年３月２４日（金） 

午後１時３０分から 午後４時まで 

開 催 場 所 市庁舎 高層棟７階 研修室 

出席者の氏名 （会議録別表１）のとおり 

欠席者の氏名 森村 歩美  石渡 有香里  関根 祐一 

説明者の職・氏名  

議 題 
（１）答申について 

（２）その他 

会 議 資 料 

資料１―１ 答申（案２） 

資料１－２ 答申別紙（案） 

資料２   諮問事項「答申の策定にかかるご意見シート」集計結果

について 

資料３   諮問書（写し） 

資料４   放課後児童対策の現状について 

担 当 部 課 名 

こども未来部青少年課 

こども未来部長   町田 真治 

こども未来部次長  市來 広美 

青少年課  課長  三上 佳明   

主査  相笠 豊 

主査  猪合 拓馬   

主任  菊地 恭平 

電話 ０４（２９９８）９１０３ 

 

 

 

 

 



 

 

（会議録別表１） 

 

所沢市放課後児童対策協議会委員 名簿 

 

 

 種別 名前 出欠 所属等 

1 

(1)公募による市民 

森 村
もりむら

 歩美
あゆみ

 欠席 公募 

2 石 渡
いしわた

 有香里
ゆかり

 欠席 公募 

3 

(2)関係団体の代表

者 

高田
たかだ

 美智子
みちこ

 出席 
民生委員・児童委員連合会 

（吾妻地区会長） 

4 中田
なかた

 聡之
さとし

 出席 
ＰＴＡ連合会 

（上新井小学校ＰＴＡ会長） 

5 宮 寺
みやでら

 敏雄
としお

 出席 所沢市スポーツ協会 

6 中 村
なかむら

 やよひ
やよい

 出席 所沢市文化団体連合会 

7 喜多濃
きたの

 定人
さだと

 出席 
放課後児童健全育成事業者 

（社会福祉法人光輪会） 

8 
(3)知識経験を有す

る者 

小沢
おざわ

 貞
さだ

泰
やす

 出席 入間地区社会教育協議会 

9 笹井
ささい

 宏
ひろ

益
み

 出席 玉川大学学術研究所特任教授 

10 
(4)所沢市立小学校

の校長 関根
せきね

 祐 一
ゆういち

 欠席 
所沢市立小中学校校長会 

（所沢市立北小学校長） 
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様式第２号 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

事務局 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

会長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開 会  

■ 傍聴者の確認（傍聴希望なし） 

 

■ 会長より開会の挨拶 

 

■ 資料の確認 

■ 会議成立の報告 

欠席者３名、出席委員７名、委員総数の過半数を超えていることを確認し、

会議が成立したことを報告。 

 

２ 議事 

（１） 答申について 

（２） その他 

 

議事（１）の「答申について」に関して、事務局より説明をお願いする。 

 

 ～事務局より資料１－１、１－２に基づき説明～ 

 

 事務局の説明について、質疑等あるか。 

 

 今回の答申と、今後所沢市内の小中学校に導入されるコミュニティスク

ールとの関連について伺いたい。 

 

 コミュニティスクールとは学校運営協議会制度のことで、保護者や地域

の方々が一定の権限をもって学校運営に参画することを目的とした新た

な学校運営の形態、組織、枠組みのこと。 

放課後のことだけではなく、学校運営全体についての課題等をより地域

や保護者が参画できるようなもので、全国的に導入が進んでおり、所沢市

でも令和５年度よりモデル校３小学校区で始まり、全市的に広げていく予

定と聞いている。 

コミュニティスクールの地域と一緒に学校の運営に関わっていくとい

う部分が、今回の答申は放課後の中のことではあるが、保護者や地域の参

画という部分で重複している部分もある。コミュニティスクールの方向性

が今年度の途中に教育委員会から示されたものであり、今後、答申の内容
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会長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を具体的に進めていく中で、各小中学校で導入が進んでいくコミュニティ

スクールと全く無関係に足並みをそろえないで進めることは考えておら

ず、その動向を注視しながら連携していくことでどう進めていけるかを検

討する必要があると考えている。 

 

 他に何か質疑等あるか。 

 

 資料１－１「答申（案２）」の修正した部分が資料１－２に反映されて

いない部分があるので表現を統一したほうがいい。 

 

 表現を統一します。 

 

 別の審議会で得たコミュニティスクールに関する情報を共有したい。 

埼玉県が目標として設定していた導入割合を令和５年度までに既に達

成しているため、令和８年度までに県内すべての小中学校にコミュニティ

スクールを導入すると目標が上方修正された。 

３年間で市内の小中学校すべてに導入することは簡単ではないと感じ

ている。コミュニティスクールという制度は、１０年以上前から文部科学

省と厚生労働省で児童の放課後の居場所づくりとして審議しているもの

である。 

学校評議委員会や学校応援団のような埼玉県の制度があるが、似たよう

なメンバーが揃ってくると思う。異なるポイントとしては地域側が学校運

営にコミットしていく形になる部分が今までと違うところであり、学区を

１つのコミュニティとしてとらえて、自分たちで問題を解決していくもの

だと理解している。 

以前、裁判員裁判が導入された時に「この制度は裁判の民主化である」

と言われたが、コミュニティスクールの導入は「学校教育の民主化」であ

ると捉えている。関わる人たちが学校の教育方針等に意見を言うだけでな

く、そのために「自分たちでこういうことをしていこう」といった踏み込

んだやり方をしていく必要が出てくる。時間がかかることだと思うが、今

後地域の住民が関わっていく動機付けをできるかどうかがコミュニティ

スクールの実現には重要だと思う。 

 コミュニティスクールの導入について県の達成目標はあるが、それぞれ

の自治体のペースで取り組むべきだと考えている。現時点で市民の中でコ

ミュニティスクールについて知っている人が多いわけではない。令和５年

度からモデル校を始めるといったところから注目をしていってもらいた
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会長 

 

委員一同 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

副会長 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

い。また、青少年課で取り組んでいる放課後一体運営事業はコミュニティ

スクール実施にあたっての重要なパートナーとなっていくのではないか

と考えている。 

 

他に意見はあるか。 

 

～特になし～ 

 

 意見がないようであれば、委員から指摘のあった部分を修正して答申を

確定し、議事１「答申について」は以上とする。 

 続いて、議事２「その他」について事務局よりお願いする。 

 

事務局からは４点ある。１点目は、小沢副会長に出席いただいている「子

ども・子育て会議」の報告を副会長からいただきたい。 

 

～小沢副会長から「子ども・子育て会議」の報告～ 

 

 ありがとうございました。それでは２点目以降について引き続き事務局

よりお願いする。 

 

 ２点目は、会議の冒頭でも説明のあったとおり、本日の会議終了後に会

長と副会長に本協議会を代表して、２年間の成果である答申を提出する予

定である。 

 ３点目は、委員の皆様の任期は令和５年６月３０日までとなっている

が、本日の会議にて、本協議会に対する市長からの諮問事項に関する審議

が終了したので、本日が最後の会議の開催となる。 

 新年度になると、新たに委員を委嘱する必要が生じることから、関係団

体にはあらためて委員の推薦を依頼することがあるかもしれない。 

 ４点目は、事務局から放課後児童対策の現状について、資料４に沿って

説明をした。 

 

 事務局からは以上。 

 

 何か質問等はあるか。 
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委員 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

委員一同 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

部長 

 

事務局 

 

放課後児童対策の現状についての説明の中で、「令和５年度の入所申込

数が前年度と比較して１７２名増加した」とあったが、市外からの転入者

も一定数いるのか。 

 

 入所申込数のうち転入者数を把握しているわけではないが、転入してき

た児童も含めた数値となっている。 

 

他に何か質問等はあるか。なければ、時間に余裕があるので、各委員よ

り一言ご挨拶をお願いする。 

 

 ～各委員より挨拶～ 

  

 それでは時間となったので、進行を事務局にお返しする。 

 

 会長をはじめ、委員の皆様には本市の放課後児童対策のためにご尽力い

ただき、誠にありがとうございました。 

 閉会にあたり、こども未来部長より、委員の皆様へお礼申し上げます。 

 

 ～町田部長より挨拶～ 

 

 以上で、第５回所沢市放課後児童対策協議会を終了とする。 

２年間という長い期間にわたり、ご協力いただきましたこと、厚くお礼

申し上げます。 

以上 

 

  

 


